
訟務って知ってますか 

法務省発、ちょっと耳よりな情報です。 

 

第45回「法の日」週間 
（10月1日～7日） 

　「法の日」（毎年10月１日）は、法を尊重し、

法によって基本的権利を擁護し、社会秩

序を確立する精神の高揚を図ることを目

的として、昭和35年に定められたものです。

以来、法務省、最高裁判所及び日本弁護

士連合会では、10月１日からの１週間を「法

の日」週間として、講演会、座談会、無料

法律相談など各種の行事を実施しています。 

　なお、この「法の日」である「10月1日」は、

昭和3年10月1日に陪審法が施行された

ことに由来するものです。同じく国民が司

法に参加する裁判員制度が本年5月に出

来たことから、今後は、裁判員制度に関す

る行事も多くなると思われます。 

 

公証週間（10月1日～7日） 

　10月1日から7日までの1週間は「公証

週間」でもあります。公証制度普及のため、

全国各地で各種行事や法律相談などの

行事が行われます。 

全国一斉「女性の人権ホットライン」開設 

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、「女

性に対する暴力をなくす運動」の一環として、全国一

斉の電話相談日を定めました。全国の法務局・地方

法務局に常設している専用相談電話「女性の人権

ホットライン」を増設し、女性の人権擁護委員が女性

からの人権相談に応じます。 

日　　時：平成16年11月21日（日）10：00～17：00 

電話番号：お近くの法務局・地方法務局にお尋ねくださ

い（法務省ホームページにも掲載しています。）。 

 

平成16年度人権啓発フェスティバル（埼玉会場）開催 

　広く人権意識を普及高揚するため、啓発資料展や

シンポジウムに併せて、コンサート、啓発映画上映会、

物産展等が総合的に行われます。 

日　　時：平成16年10月30日（土）、31日（日） 

場　　所：大宮ソニックシティ　ほか 

主　　催：法務省、文部科学省、埼玉県、（財）人権

教育啓発推進センター ほか 

　　　　（詳細は、（財）人権教育啓発推進センターの

ホームページ（http://www.jinken.or.jp）

を御覧ください。） 

 

 

　裁判員の仕事に必要な「法律に関する知識」や「刑事裁判の手続」については、裁判

官が丁寧に説明してくれますので心配ありません。また、裁判官と裁判員とが十分に話

し合いながら、有罪か無罪か、有罪である場合にはどのような刑にするのかを決めるの

で、裁判員となる皆さんが法律に関する専門的な知識を持っている必要はありません。 

　検察官や弁護人も、分かりやすい裁判が行われるよう努力します。 

 

裁判員となった場合、法律を知らなくても大丈夫ですか。 
 

裁判員はどのようにして選ばれますか。 
  最初に、選挙人名簿をもとに裁判員候補者名簿を作成します。裁判員は、この候補者

名簿の中から、１つの事件ごとに、裁判所における選任手続により選ばれます。詳しく説

明すると、次のとおりです。 

① 裁判員候補者名簿を作成します。 

選挙権のある人の中から、翌年の裁判員候補者となる人を毎年くじで選び、裁判所ご

とに裁判員候補者名簿を作ります。名簿に載った人には連絡がいきます。 

② 事件ごとにくじで、裁判員候補者が選ばれます。 

事件ごとに、①の名簿の中からくじでその事件の裁判員候補者を選びます。選ばれた

人には、裁判所に来てもらう日時等をお知らせします。 

③ 裁判所で、候補者の中から裁判員を選ぶための手続が行われます。 

裁判長から、事件関係者ではないか、不公平な裁判をするおそれがないか、辞退希望

がある場合はその理由などについて質問されます。事件関係者や不公平な裁判をす

るおそれがある人、辞退が認められた人などは候補者から除外されます。また、検察

官や弁護人は、双方とも、法律で決められた人数の範囲内で候補者から除外される

べき人を指名することができ、指名された人は候補者から除外されます。 

④ 裁判員が選ばれます。 

除外されなかった候補者から、裁判員が選ばれます。　 

裁判員制度 

訟
務
っ
て
知
て
知
っ
て
ま
す
か
 

●本誌に対する御意見、御感想は……　［法務省大臣官房秘書課広報室］〒100-8977 東京都千代田区霞が関1-1-1　Tel：03-3580-4111（代）　Fax：03-3592-7393
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訟
務
っ
て
知
て
知
っ
て
ま
す
か
 

し
ょ
う
　
　
む
 

訟
務
事
務
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

し
ま
す
。
 

訟
務
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
 

訟
務
事
務
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
 

「
訟
務
」
と
は
 

何
で
す
か
？
 

 訟
務
制
度
と
は
 

ど
の
よ
う
な
 

も
の
で
す
か
？
 

 

訟
務
事
務
を
処
理
す
る
 

職
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
 

指
定
さ
れ
る
の
で
す
か
?

訟
務
制
度
は
 

い
つ
か
ら
 

あ
る
の
で
す
か
？
 

 

 

も
し
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
土
地

を
他
人
が
勝
手
に
使
用
し
、
立
ち
退

き
を
求
め
て
も
出
て
い
か
な
い
と
し

た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
。
弁
護
士
さ

ん
に
依
頼
し
て
、
裁
判
な
ど
の
法
的

な
手
段
に
よ
り
問
題
を
解
決
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
よ

う
に
、
国
有
地
が
不
法
に
占
拠
さ
れ

た
場
合
は
、
訟
務
組
織
が
、
国
側
の

弁
護
士
の
よ
う
な
立
場
で
、
裁
判
所

に
土
地
明
渡
し
の
判
決
を
求
め
る
な

ど
の
法
的
な
手
段
を
執
り
、
紛
争
を

解
決
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
賠
償
を
求
め

る
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
り
、
国
の
行

政
機
関
が
行
っ
た
処
分
の
取
消
し
を

求
め
る
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
場
合
に

は
、
訟
務
組
織
の
職
員
が
国
側
の
弁

護
士
の
仕
事
を
し
ま
す
。
 

   Ａ
　
訟
務
と
は
、
国
の
利
害
に
関
係

の
あ
る
争
い
ご
と
に
つ
い
て
、
国
の

立
場
か
ら
裁
判
所
に
お
け
る
主
張
・

立
証
の
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
を
い

い
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
訟
務
事
務

と
い
い
ま
す
。
争
い
ご
と
に
は
、
民

事
に
関
す
る
裁
判
と
行
政
に
関
す
る

裁
判
が
あ
り
ま
す
。
 

   Ａ
　
国
の
行
政
に
関
し
て
提
起
さ
れ

る
訴
訟
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
訴
訟
を
専
門
的
に
担
当

す
る
行
政
機
関
を
設
け
て
、
国
と
し

て
統
一
的
・
一
元
的
に
処
理
す
る
制

度
を
訟
務
制
度
と
い
い
ま
す
。
訟
務

事
務
を
担
当
す
る
組
織
と
し
て
、
法

務
省
の
大
臣
官
房
訟
務
部
門
、
法
務

局
訟
務
部
、
地
方
法
務
局
訟
務
部
門

が
あ
り
ま
す
。
 

    Ａ
 
「
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴

訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
法
務
大

臣
が
訟
務
組
織
の
職
員
又
は
所
管
す

る
府
省
の
職
員
を
指
定
し
て
訴
訟
を

行
わ
せ
ま
す
。
 

    Ａ
　
今
日
の
よ
う
な
訟
務
制
度
は
、

戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
施
行
や
国
家

賠
償
法
の
制
定
に
伴
い
、
国
の
正
当

な
利
益
の
擁
護
、
訴
訟
の
適
正
妥
当

な
処
理
、
国
民
と
国
と
の
間
の
法
律

上
の
紛
争
の
適
正
な
解
決
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
法
律
に
よ
る
行
政
の

実
現
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
23
年
２

月
15
日
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

      Ａ
　
不
法
占
拠
さ
れ
た
国
有
地
を
所

管
す
る
府
省
か
ら
事
件
の
解
決
を
依

頼
さ
れ
た
法
務
局
訟
務
部
、
地
方
法

務
局
訟
務
部
門
は
、
土
地
の
明
渡
し

を
求
め
る
訴
え
を
裁
判
所
に
提
起
し

ま
す
。
 

 

具
体
的
に
説
明
し
ま
す
と
、
訟
務

の
職
員
は
所
管
す
る
府
省
の
職
員
と

共
に
、
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
る
訴

状
を
裁
判
所
に
提
出
し
、
そ
の
土
地

が
国
有
地
で
あ
り
、
相
手
方
が
不
法

に
占
拠
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
て
、

明
渡
し
の
判
決
を
求
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

    Ａ
 
判
決
の
言
渡
し
が
さ
れ
る
と
、

相
手
方
は
土
地
を
明
け
渡
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
相
手
方
が

判
決
に
従
わ
ず
土
地
を
明
け
渡
さ
な

い
と
き
は
、
裁
判
所
に
判
決
に
基
づ

く
強
制
執
行
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
 

     Ａ
 
21
世
紀
の
社
会
は
、
透
明
な
ル

ー
ル
に
基
づ
く
事
後
チ
ェ
ッ
ク
救
済

型
社
会
に
移
行
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は

国
に
対
す
る
訴
訟
が
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
司
法
制
度
の
一

翼
を
担
う
訟
務
と
し
て
は
、
法
的
紛

争
を
適
正
か
つ
迅
速
に
解
決
し
、
法

の
支
配
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
使
命
と
な
り
ま
す
。
 

 

例
え
ば
、国
有
地
が
 

不
法
に
占
拠
さ
れ
た
 

場
合
、ど
の
よ
う
に
 

し
て
解
決
し
て
い
く
の
 

で
す
か
？
 

 

こ
れ
か
ら
の
訟
務
に
 

求
め
ら
れ
る
も
の
は
 

ど
の
よ
う
な
 

こ
と
で
す
か
？
 

 

裁
判
所
が
国
の
主
張
を
 

認
め
る
判
決
を
す
る
と
 

ど
う
な
り
ま
す
か
？
 

 

あなたに電話をかけさせるた

めに、いろいろ書いてますが、

架空請求の場合、電話番号以

外はすべて「うそ」ですから、

心配する必要はありません。 

最近、悪質な業者が、「法務大臣の許可した債権回収会社」の名前や　 
類似の名前をかたって、「債権譲渡を受けた」などとして　 

架空の債権を請求するケースが多発しています。  
このような請求を受けたときの対処法を御紹介します。 

法務省だより 法務省大臣官房  
秘書課広報室 

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。 

■10月号目次 
［2面］PFI手法により新しいタイプの刑務所をつくります 
［3面］「法教育」を御存じですか? 
　　　法教育シンポジウム～未来を拓く法教育～ 
［4面］訟務って知ってますか 
　　  裁判員制度Q&A

①法務省や法務省関係機関が認可している
「特殊法人」「特別法人」はありません。  
②法務大臣が許可している債権回収業者
名は下の一覧表で確認してください。 
　　なお、社名をかたっている場合もあります
ので、注意してください。 

決して連絡しないようにしましょう！ 

すべて脅し文言です。 

これまで請求や督促もなく、いきなり裁判には
なることはありません。裁判にもなっていない
のに取下げということにもなりません。 

「電子消費者民法特例法」という法律はなく、
これに基づいて法務省が認可して通達する
という制度はありません。  

法務大臣が許可した債権回収会社（H16.9.10現在） 
債権管理回収制度の詳細や架空請求業者の情報等は、法務省ホームページに掲載しています。 

入金課 
03-0000

-0000　
　相談課

 03-0000
-0000  

 
03-0000

-0000 
03-0000

-0000   
 

管理課 
03-0000

-0000 
03-0000

-0000  

 
03-0000

-0000 
03-0000

-0000 

電子消費
者未納利

用料請求
最終通達

書 

この度ご
通達致し

ましたのは
、貴殿のご

利用され
た「電子

消費

者料金未
納分」に

ついて、ご
契約会社

から委託
を受け、当

局が

管財人と
なりました

ので大至
急当局ま

で連絡く
ださい。 

 

こちら「電
子消費者

民法特例
法」上、法

務省認可
通達書と

な

っておりま
すので、連

絡無きお
客様につ

きましては
やむを得

ず裁

判所から
の書類通

達後、指
定裁判所

へ出廷と
なります。

また

裁判後の
措置とい

たしまして
は給与差

押さえ及
び、動産

物・不

動産物差
押さえを強

制執行さ
せて頂き

ますゆえ
当局と執

行官

による「執
行証書の

交付」を
承諾して

頂くようお
願いする

と同

時に、債権
譲渡証明

書を一通
郵送させ

て頂きます
ので承諾

の

上ご返送
ください。

  

尚、書面
での通達

となります
のでプラ

イバシー
保護の為

、請求

金額・御支
払い方法

等は当局
職員にご

確認下さ
い。  

以上を持
ちまして最

終通告と
させて頂

きます。 

分類コー
ド　TR2

13302  

 

裁判取下
げ最終期

日　平成
16年8月

10日  

 

法務省認
可特殊法

人 ○○
管財事務

局 

〒105-0
012 東京

都港区芝
大門0-0

-0 

営業時間
　平日 8

:00～18
:00 休業

日　土・日
・祝日 

身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
 

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

法
務
大
臣
が
許
可
し
た
 

債
権
回
収
会
社
で
な
け
れ
ば
、
 

債
権
管
理
回
収
業
を
 

営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

 

一
切
連
絡
 

し
な
い
よ
う
に
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

  

※社名の前にある数字は 
　営業許可番号を示しています。 
 

  1：プレミア債権回収（株）  
  2：日本債権回収（株）  
  3：東京債権回収（株）  
  5：三洋信販債権回収（株）  
  6：みのり債権回収（株）  
  7：ニッテレ債権回収（株）  
  8：エムシーエス債権管理回収（株） 
  9：（株）整理回収機構  
10：SMBCビジネス債権回収（株） 
11：オリックス債権回収（株） 
12：（株）港債権回収 
13：（株）アトリウム債権回収サービス 
14：やまと債権管理回収（株） 
15：レンド・リース・ジャパン債権回収（株） 
16：グローバル債権回収（株） 
17：ハドソン・ジャパン債権回収（株） 
18：シー・シー・シー債権回収（株） 
19：シーエム債権回収サービス（株） 
20：（株）山田債権回収管理総合事務所 
21：ジャックス債権回収サービス（株） 
22：あおぞら債権回収（株） 
23：キャピタル・サーヴィシング債権回収（株） 
24：（株）ロンバード債権回収 

25：SMBCローン債権回収（株） 
26：（株）沖縄債権回収サービス 
27：エー・シー・エス債権管理回収（株） 
28：フロンティア債権回収（株） 
29：パシフィック債権回収（株） 
30：栄光債権回収（株） 
31：ミレニアム債権回収（株） 
32：（株）クリスタル債権回収 
33：卯浩債権回収（株） 
34：ジェーピーエヌ債権回収（株） 
35：（株）日貿信債権回収サービス 
36：エス・シー・ジェイ債権回収（株） 
37：中央債権回収（株） 
38：やまびこ債権回収（株） 
39：（株）ディーシー債権回収 
40：みずほ債権回収（株） 
41：エイ・アイ・ピー債権管理回収（株） 
42：東京ダイヤモンド再生・債権回収（株） 
43：りそな債権回収（株） 
44：アイ・ティ債権回収（株） 
45：アドホック債権管理回収（株） 
47：保証協会債権回収（株） 
48：アミック債権回収サービス（株） 

49：九州債権回収（株） 
50：ワークアウト債権回収（株） 
51：アイ・アール債権回収（株） 
52：パル債権回収（株） 
53：系統債権管理回収機構（株） 
54：三和債権回収（株） 
55：しまなみ債権回収（株） 
56：センチュリー債権回収（株） 
57：ベータウエスト債権回収（株） 
58：ニッシン債権回収（株） 
59：エム・テー・ケー債権管理回収（株） 
60：エヌ・エス債権回収（株） 
61：ちば債権回収（株） 
62：東銀リース債権回収（株） 
63：新生債権回収（株） 
64：アストライ債権回収（株） 
65：やしお債権回収（株） 
66：山陰債権回収（株） 
67：エイ・アイ・シー債権回収（株） 
68：（株）シーエフ債権回収 
69：リクレス債権回収（株） 
70：アイ・エス・オー債権回収（株） 
71：日本リバイバル債権回収（株） 

72：ミネルヴァ債権回収（株） 
73：岡山債権回収（株） 
74：エーアールエー債権回収（株） 
75：（株）ジャスティス債権回収 
76：エス・エス・ジェー債権回収（株） 
77：都債権回収（株） 
78：ふくおか債権回収（株） 
79：茨友債権回収（株） 
80：日拓トラスト債権回収（株） 
81：（株）虎ノ門債権回収 
82：ジーエフアール債権回収（株） 
83：CMTB総合債権回収（株） 
84：（株）一富士債権回収 
85：SMFG企業再生債権回収（株） 
86：中総信債権回収（株） 
87：日本海債権回収（株） 
88：きらら債権回収（株） 
 

法務省ホームページ 

形式的に怪しいぞ！  
①目隠しシールのないハガキでの請求や督促  
②電子消費者未納利用料金など何の請求書面か
不明  
③委託先の契約会社名が記載されていない。  
④いきなり最終通告となる。  
⑤連絡先として多数の電話番号を列挙している。 

   　
支
払
わ
な
い
場
合
に
は
「
裁
判
に

な
る
」
、
「
差
押
え
を
強
制
執
行
す

る
」
、
「
勤
務
先
に
集
金
に
行
く
。

出
張
旅
費
も
合
わ
せ
て
請
求
す
る
」
、

「
信
用
情
報
機
関
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
登
録
す
る
」
と
い
っ
た
、
脅
し

の
よ
う
な
文
句
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

慌
て
て
支
払
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
 
 

　
い
っ
た
ん
支
払
う
と
、
取
り
戻
す

こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

支
払
っ
た
こ
と
に
よ
り
新
た
な
請
求

を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。
 
 

　
家
族
の
債
務
で
あ
っ
て
も
、
保
証

人
等
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
あ
な
た

あ
て
に
請
求
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
債
務
を
負
っ
て

い
る
と
さ
れ
て
い
る
本
人

に
確
認
し
て
、
不
審
に
思

っ
た
場
合
は
取
り
合
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

    　
そ
れ
が
債
務
を
確

認
す
る
た
め
や
支
払

い
意
思
の
な
い
こ
と

を
伝
え
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
こ
ち

ら
か
ら
連
絡

を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
電

話
番
号
等
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
業
者
側
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
も
、

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、
勤
務
先

等
の
個
人
情
報
は
絶
対
に
知
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
こ
れ
ら
の
業
者
は
、
掛
か
っ
て
き

た
電
話
の
応
対
状
況
に
よ
っ
て
、
詐

欺
の
対
象
者
を
選
別
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
一
切
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

  　
架
空
の
債
権
の
請
求
は
、
犯
罪
に

当
た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

悪
質
な
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 
 

　
そ
の
た
め
に
も
、
請
求
の
書
類
等

は
念
の
た
め
保
管
し
て
お
い
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
 

     
 

　
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債
権
回
収

会
社
（
サ
ー
ビ
サ
ー
）
は
左
の
一
覧

表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
い
情
報
は
、

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 

　
た
と
え
「
請
求
を
し
て
き
た
会
社

の
会
社
名
」
が
こ
の
一
覧
表
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
請
求
根
拠
に
心
当
た

り
が
な
い
場
合
に
は
、
本
当
の
債
権

回
収
会
社
か
ら
の
請
求
で
は
な
い
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
認

の
た
め
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
た
債
権
回
収
会
社
の
正
し

い
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し

ょ
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
確
認
で
き

な
い
方
は
法
務
省
司
法
法
制
部
審
査

監
督
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
「
債
権
管
理
回
収
業
」
と
は
、
弁

護
士
以
外
の
者
が
委
託
を
受
け
て
法

律
事
件
に
関
す
る
法
律
事
務
で
あ
る

特
定
金
銭
債
権
の
管
理
及
び
回
収
を

行
う
営
業
又
は
他
人
か
ら
譲
り
受
け

て
訴
訟
、
調
停
、
和
解
そ
の
他
の
手

段
に
よ
っ
て
特
定
金
銭
債
権
の
管
理

及
び
回
収
を
行
う
営
業
を
い
い
ま
す
。

 
こ
れ
ら
の
営
業
は
、
債
権
管
理
回

収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法
と
い
う

法
律
に
よ
り
、
平
成
一
一
年
二
月
か

ら
、
法
務
大
臣
の
許
可
制
度
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
弁
護
士
法
の
特
例

と
し
て
債
権
回
収
会
社
（
サ
ー
ビ
サ

ー
）
が
業
と
し
て
特
定
金
銭
債
権
の

管
理
回
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
さ
れ
た
制
度
で
、
法
務
省
の
監

督
の
下
に
営
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 



PFI手法により新しいタイプの刑務所をつくります 
 

「法教育」を御存じですか？ 

  

　
「
法
教
育
」
と
は
、
法
律
専
門
家

で
な
い
人
々
を
対
象
に
、
法
、
司
法

手
続
、
司
法
制
度
や
こ
れ
ら
を
基
礎

づ
け
る
価
値
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
教
育

で
す
。
も
と
も
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の

Law
-R
elated E

ducation

の
訳
語
と

し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
、
日
本
の
同
種
の
教
育
全
般
を

指
す
言
葉
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
法
律
専
門
家
で
は

な
い
一
般
の
方
々
が
対
象
で
あ
る
こ
と
、

法
律
の
条
文
や
制
度
を
覚
え
る
知
識

型
の
教
育
で
は
な
く
、
法
や
ル
ー
ル

の
背
景
に
あ
る
価
値
観
や
司
法
制
度

の
機
能
、
意
義
を
考
え
る
思
考
型
の

教
育
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
っ
た
ん
こ
の
考
え
方
を

身
に
つ
け
る
と
、
法
や
司
法
制
度
が

理
解
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
の
中
で
も
そ
の
考
え
方
を
生
か
し

て
建
設
的
に
問
題
解
決
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
こ
ろ
に
も
大
き
な
特
色
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
今
、
政
府
で
は
「
あ
か
れ
ん
が
」

で
連
載
し
て
紹
介
し
て
い
る
裁
判
員

制
度
の
導
入
を
始
め
と
し
て
司
法
制

度
改
革
や
そ
の
他
の
様
々
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

改
革
は
い
ず
れ
も
、
よ
り
自
由
か
つ

公
正
な
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
自
由
な

活
動
は
保
障
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん

自
身
が
自
ら
を
守
る
手
段
を
心
得
て

自
由
な
活
動
に
備
え
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２１（
２
０
０
９
）

年
5
月
ま
で

に
は
裁
判
員

制
度
が
実
施

さ
れ
、
国
民

の
皆
さ
ん
が

刑
事
裁
判
に

参
加
す
る
こ

と
も
求
め
ら

れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
こ
う
し
た

時
代
の
変
化

を
受
け
て
、

国
民
の
皆
さ

ん
に
、
司
法

の
仕
組
み
や

法
の
働
き
な

ど
に
つ
い
て

の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う

こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ

う
し
た
理
解
に
役
立
つ
法
教
育
の
重

要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
の
で
す
。 

     

　
法
務
省
で
は
、平
成
１５（
２
０
０
３
）

年
７
月
か
ら
「
法
教
育
研
究
会
」
を

開
催
し
、
文
部
科
学
省
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
法
律
専
門
家
、
教
育
関
係
者
、

有
識
者
等
様
々
な
分
野
の
方
々
を
委

員
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
法
教

育
の
在
り
方
の
検
討
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
年
１０
月
下
旬
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と

め
た
報
告
書
を
公
表
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
法
教
育
の
内
容
を
具
体
化
す

る
た
め
に
教
材
例
も
試
験
的
に
作
成

し
て
お
り
、
こ
れ
も
同
時
期
の
公
表

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

   

　
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
法
務

省
で
は
、
教
育
関
係
者
、
法
律
実
務

家
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
一
般

の
方
々
に
、
法
教
育
と
は
何
か
、
な

ぜ
法
教
育
が
大
切
な
の
か
を
御
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
、
左
記
の
と
お
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

　
皆
様
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 

「更生保護」とは 
どのような仕事ですか？ 

「保護観察」について 
教えてください。 

犯罪や非行をした人の中で、裁判所の決定により保護観察を受ける
こととされた人や、刑務所や少年院から仮釈放中の人たちに対して、
生活を立て直して再犯を防ぐための一定の決まりごとを守るように指

導監督する一方で、就職の援助や宿泊所の提供などの補導援護を行うことに
より、社会の中で更生の促進を図るものです。 
 

「犯罪予防活動」とは 
どんな活動ですか？ 

？？今回の質問は？？ 

「更生保護」 
 について 

「更生保護」の内容には、主なものとして、仮釈放、刑務所や少年院
に収容されている人が帰ることを予定している住居や引受人等の調整、
保護観察、犯罪予防活動等があります。その中でも「保護観察」と「犯

罪予防活動」が大きな柱となっています。 
 

 

「
法
教
育
」っ
て
何
で
す
か
？ 

な
ぜ
今
、「
法
教
育
」
が
取
り
上
げ 

ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

 

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
「
法
教
育
」 

っ
て
知
ら
れ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
？ 

法
務
省
で
は
、 

法
教
育
に
つ
い
て
具
体
的
に 

ど
の
よ
う
な
こ
と
を 

し
て
い
る
の
で
す
か
？ 

 

法
教
育
研
究
会
に
関
す
る
事
項
は
、

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.m
oj.g
o.jp 

（
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
の
「
法
教
育
研

究
会
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
） 

　
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

犯罪や非行のない社会を実現するため、
犯罪や非行をした人の更生支援の必要
性について世論を啓発したり、社会環

境を改善する活動です。毎年7月を強調月間
として法務省の主唱により“社会を明るくす
る運動”が行われ、各種広報活動のほか、犯
罪・非行問題をテーマに取り上げた講演会や
“ミニ集会”、親子体験活動やスポーツ教室
など様々な活動が全国的に展開されています。 
 

浜離宮庭園 

中央卸売市場 築地本願寺 

日比谷線 
築地駅 

歌舞伎座 

東銀座駅 

銀座四丁目 

銀座駅 

ヤマハ 

博品館劇場 

大江戸線汐留駅 

首都高汐留 
地下駐車場 

カレッタ 
汐留 シオサイト 

時事通信社 

新橋演舞場 

銀座郵便局 

国立 
がんセンター 

東銀座駅 

朝日新聞社 
大江戸線築地市場駅 

浜離宮朝日ホール 

日　時　平成16年11月21日（日）午後2時～午後5時（午後1時30分開場） 

場　所　浜離宮朝日ホール 
　　　 （地下鉄大江戸線築地市場駅に直結、 
　　　　　 日比谷線東銀座駅から徒歩8分）　 

　　　　東京都中央区銀座5-3-2　 

主　催　法務省　文部科学省 

　　　　最高裁判所 

　　　　日本弁護士連合会 

後　援　日本司法書士会連合会 

　　　　日本経済団体連合会 

　　　　主婦連合会　法科大学院協会 

　　　　社団法人商事法務研究会 

　　　　朝日新聞社 

■プログラム（内容は、一部変更されることがあります。） 

第1部 （午後2時～午後2時20分）　 

        　基調講演　佐藤幸治 氏（近畿大学教授） 

第2部 （午後2時25分～午後3時35分） 

　　　（1）報告～新しい法教育の取組み～ 

         　　 ○「契約って何だろう」 

         　　 ○「裁判を考えてみよう」 

教材例・指導例の作成に携わった中学校の先生からの教材のねらい、

概要、作成過程等についての報告のほか、これら教材例・指導例

を使用した模擬授業の様子を上映します。 

      　（2）パネルディスカッション～新時代の法教育を考える～ 

　　　　　　　コーディネーター　評論家　　　宮崎 哲弥 

　　　　　　　パネリスト　　エッセイスト　安藤 和津　京都大学大学院教授　　　       土井 真一 
　　　　　　　　　　　　　　弁護士　　　後藤 直樹　文部科学省初等中等教育局視学官　大杉 昭英 

法教育のねらい、今後の法教育の在り方などについて、有識者らに

よるパネルディスカッションを行います。 

定　員　300名 

参加費　無　料 

お申込み方法　　　参加を希望される方は、次の事項を記載した葉書又はメールにて

法務省大臣官房司法法制部司法法制課あてお申し込み願います。

なお、定員300名のため、申込先着順、定員となり次第締め切ら

せていただきます。 

　　　　　　　《お申込み期限》平成16年11月5日（金）（はがきの場合は当日消印有効、
メールの場合は11月5日24時受信まで有効です。） 

　　　　　　 《記載事項》①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号 

 

シンポジウムのお問い合わせ先 

〒100-8977　東京都千代田区霞が関1-1-1 
　　　　　　法務省大臣官房司法法制部司法法制課 
TEL 03-3580-4111（内線2384）　　Ｅ-Mail　housei06@moj.go.jp 
 

法教育シンポジウム ～未来を拓く法教育～ 
 

●中央区立銀座中学校（河野美和校長）における模擬授業風景（授業担当に仲林秀樹教諭）（写真提供・朝日新聞社） 

 

 

現
在
、法
務
省
で
は
、P
F
I
手
法
を
活
用
し
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
刑
務
所
を
建
設
す
る
 

仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
ふ
だ
ん
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ
と
の
な
い
P
F
I
の
 

こ
と
も
説
明
し
つ
つ
、P
F
I
手
法
を
活
用
し
た
刑
務
所
整
備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

  

P
F
I
と
は 

P
F
I
手
法
に
よ
る
刑
務
所
 

を
整
備
す
る
背
景
・
目
的
 

 

現
在
の
進
み
具
合
と
 

今
後
の
予
定
 

 
■過剰収容の現状 
 刑務所等１日平均収容人員の推移 
 

 （注）職員負担率＝受刑者等人数÷職員定員 
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受刑者等 職員定員 職員負担率 
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約1.9万人増 

PFI手法による刑務所の整備について ～国と民間企業の協力による新しいタイプの刑務所の整備～ 
刑務所に民間事業の資金、技術等を 

民間事業者に任せる 
刑務所業務の範囲を大幅に拡大 

雇用の拡大 

 

山口県美祢市 

「美祢テクノパーク」 
山口県美祢市 

「美祢テクノパーク」 

【参考 】過去5年間新入受刑者の増加傾向 

 

【諸外国におけるPFI刑務所】 

 

（注）平成11年を100とした増加率 

カナダ 
 Central North 刑務所 
 

オーストラリア 
 Junee 刑務所 
 

～安心して暮らすことができる 
　　　安全な社会の実現を目指して～ 

国と民間企業の協力による 
施設運営 

地域での新しい働き場所が 
生まれる 
 地域経済の活性化 

民間事業者の技術を 
積極的に活用 

受刑者に対する 
きめ細やかな教育・指導 
 

増加率の高い初犯受刑者の収容 

1000人規模の 
男女初犯刑務所 

受刑者の円滑な社会復帰　　 
（再犯率0を目指して）  

過剰収容 の緩和 
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累犯系統 
1.13倍 

建設予定地 

  

　
P
F
I
（Private Finance Initiative

）

と
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
学
校

や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設

等
を
す
る
際
に
、
自
ら
が
建
物
の
設
計
、

建
設
、
運
営
等
を
行
う
の
で
は
な
く
、

民
間
事
業
者
の
資
金
、
経
営
能
力
や

技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法

で
す
。
P
F
I
手
法
に
よ
る
公
共
施

設
の
整
備
は
、
1
9
9
0
年
代
初
頭

に
英
国
で
実
施
さ
れ
て
以
来
、
現
在

で
は
欧
米
諸
国
な
ど
多
く
の
国
で
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
現
在
、
犯
罪
情
勢
の
悪
化
な
ど
に

よ
り
、
受
刑
者
の
数
が
急
増
し
て
お
り
、

多
く
の
刑
務
所
で
、
受
刑
者
の
人
数

が
収
容
定
員
を
大
き
く
上
回
る
過
剰

収
容
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
受
刑
者
に
対
し
て
き
め
細
や

か
な
教
育
や
指
導
を
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
の
職
員

で
あ
る
刑
務
官
も
、
十
分
に
休
暇
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
過
重
な

負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
ま
た
、

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、

で
き
る
だ
け
安
い
お
金
で
よ
り
良
い

施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
、
P
F
I

手
法
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。 

　
今
回
の
P
F
I
手
法
を
活
用
し
た

刑
務
所
で
は
、
国
と
民
間
事
業
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
知
識
や
経
験
を
い

か
し
、
協
力
し
な
が
ら
施
設
を
運
営

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
刑
務
官
が
行

っ
て
き
た
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
民

間
事
業
者
が
行
う
こ
と
の
で
き
る

仕
事
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
民
間
事

業
者
に
任
せ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
民
間
事
業
者
が

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
で
仕
事
を
効
率

良
く
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
し
、

新
し
い
働
き
場
所
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

　
法
務
省
で
は
、
刑
務
所
の
建
設
地

と
し
て
、
多
数
の
誘
致
先
の
中
か
ら

山
口
県
美
祢
市
を
選
定
し
、
初
め
て

刑
務
所
に
収
容
さ
れ
る
男
女
5
0
0

名
ず
つ
、
合
計
1
0
0
0
名
の
収
容

規
模
の
刑
務
所
（
美
祢
社
会
復
帰
促

進
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
）
を
建
設
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、
収
容
さ
れ
る
受
刑
者

が
初
め
て
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
る
人

で
あ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
色
々

な
教
育
活
動
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
で
、

受
刑
者
が
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
法
務
省
の

考
え
方
を
よ
く
理
解
し
、

ま
た
、
そ
れ
を
実
現

す
る
能
力
の
あ
る
民

間
事
業
者
と
契
約
を

結
び
、
平
成
19
年
4

月
に
は
、
受
刑
者
の

収
容
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
、
今
後
、

第
2
号
の
P
F
I
刑

務
所
の
整
備
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。 

 

　
P
F
I
手
法
を
活

用
し
た
新
し
い
タ
イ

プ
の
刑
務
所
の
整
備

に
つ
い
て
、
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

  

P
F
I
手
法
に
よ
り
 

新
し
い
タ
イ
プ
の
刑
務
所
を
 

つ
く
り
ま
す
 

 P
F
I
手
法
に
よ
り
 

新
し
い
タ
イ
プ
の
刑
務
所
を
 

つ
く
り
ま
す
 

 

 

み　　ね 

み
　
　
ね 

み
　
　
ね 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

大
塚
明
弘
さ
ん
（
51
歳
）　 

施
設
企
画
官 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

人 
顔 

● 8

このコーナーでは、法務省の

仕事に携わる人たちを毎号一

人ずつ紹介していきます。 

今回ご紹介するのは、施設企

画官の大塚明弘さんです。 

◆
施
設
企
画
官
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？ 

　
法
務
省
の
出
先
機
関
に
は
、
検
察
庁
、
法
務
局
、

刑
務
所
、
少
年
院
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
役
所
の
建
物
（
庁
舎
、

収
容
施
設
等
）
を
ど
の
よ
う
に
造
っ

て
い
く
か
（
建
築
計
画
）
を
考
え
た
り
、

建
物
の
設
計
図
を
作
成
し
た
り
、
ま

た
実
際
の
建
物
工
事
の
指
導
監
督
を

し
た
り
す
る
の
が
、
施
設
企
画
官
の

主
な
仕
事
で
す
。 

　
特
に
刑
務
所
な
ど
の
収
容
施
設
は
、
人
を
収
容

す
る
と
い
う
特
殊
な
施
設
で
す
か
ら
、
建
物
を
建

て
る
際
に
そ
の
計
画
を
練
っ
た
り
設
計
し
た
り
す

る
と
き
に
は
、
収

容
さ
れ
て
い
る
人

の
安
全
と
か
生
活

環
境
、
ま
た
教
育

環
境
を
ど
の
よ
う

に
す
る
か
な
ど
に

つ
い
て
き
め
細
か

く
検
討
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
に

は
特
別
な
技
術
も
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
日
々
そ

の
研
究
も
し
て
お
り
、
こ
の
技
術
は
、
日
本
国
内

だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
収
容
施
設
の
建
築
計
画
・

設
計
に
も
国
際
協
力
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆
ど
う
し
て
施
設
企
画
官
に
な
っ
た
の
？ 

　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
工
作
や
模
型
を
作
る
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
物
づ
く
り
に
通
じ
る
建

築
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
や
が
て
、
こ
の
建
築
の

専
門
技
術
を
法
務
省
で
生
か
せ
る
こ
と
が
分
か
り
、

法
務
省
の
職
員
（
法
務
技
官
）
に
な
っ
た
の
で
す
。 

◆
施
設
企
画
官
の
や
り
が
い
っ
て
、
な
に
？ 

　
苦
労
し
て
設
計
し
た
も
の
が
形
と
し
て
残
る
の
で
、

大
変
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
が
、
同
時
に
大
き
な

責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。
設
計
し
た
建
物
が
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
に
完
成
し
た
と
き
、
ま
た
庁
舎
を
利

用
さ
れ
る
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
き
は
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

◆
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
役
所
の
庁
舎
に
つ
い
て
は
国
民
の
皆
様

に
気
軽
に
利
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
す
る

よ
う
心
が
け
、
ま
た
、
収
容
施
設
に
つ
い

て
は
地
域
と
共
存
・
共
生
し
て
い
く
た
め

明
る
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、

常
に
国
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                      

★
エ
ピ
ソ
ー
ド 

　
あ
る
刑
務
所
の
改
築
を
担
当
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

刑
務
所
は
あ
る
種
特
殊
な
施
設
な
の
で
、改
築
に
先
立
っ
て
、

そ
の
図
面
や
完
成
予
想
図
、模
型
を
使
っ
て
地
域
の
皆
様

に
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、改
築
の
必
要
性
を
よ

く
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。や
が
て
施
設
が
完
成
し
、

刑
務
所
の
周
辺
の
雰
囲
気
が
改
築
前
よ
り
格
段
に
明
る
く

な
っ
た
の
を
見
て
、本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

　 

法
務
省
大
臣
官
房
施
設
課 

（
施
設
企
画
官
・
１
級
建
築
士
） 

 


